
在ハンガリー日本国大使館
領事班

ハンガリーにおける邦人被害統計

（2014年11月24日現在）
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❐ 依然としてウィーン-ブダペスト間の長距離列車内での窃盗被害が多発しています。

ウィーン-ブダペスト間の長距離列車内（Rail-Jet）における窃盗被害が多数報告さ

れてきました。これまでの被害は昼間帯の発生が殆どでしたが、今月に入り、夜間

の寝台車での被害も報告されています。就寝中に枕元にあるカバンから財布や乗車

券を盗み取るなどの被害が報告されており、寝台車の同室の者による犯行であると

考えられます。昼間帯のみならず、夜間帯の列車移動の際も手荷物には十分ご注意

いただくようお願いいたします。

❐ 観光名所の中でも、最近特に王宮地区におけるスリ被害が多発しており、その犯行

形態は二つの手口に大別されます。一つは、写真撮影中などに後ろからそっと近付

いてカバンから盗み取るもの。もう一つはチケットを購入するために列に並んでい

るときに後ろにぴったりとくっついて、カバンから盗み取るもの。いずれの場合も

背後から不自然に近付いて犯行に及んでいるため、カバンなどの貴重品はくれぐれ

も自分の視界の範囲内（前方）に置くように心がけてください。

❐ 犯罪被害に遭遇した場合は、すぐに警察に届出を行うとともに、大使館領事部まで

一報をお願いいたします。

電 話：＋36 1 398 3123

メール：consul@bp.mofa.go.jp


